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1. 本調査の背景および定義 

1.1.  本調査の背景 

においは環境の快・不快を決定する重要なファクタのひとつであるにもかかわらず、従

来、におい（嗅覚）は他の五感と比較すると商品化が進んでいない分野である。市場にお

いては、ガスクロマトグラフ質量分析装置（以下、GC-MS）を用いた成分分析から原因物

質を特定し対策を検討する方法論が主である。簡易的には特定グループのガス成分の濃度

をメーカ基準の尺度で表示する計測器があるが、人間の嗅覚のようにそのにおいの質を計

測することはできない。 

新たに求められているにおいセンサは、人間の嗅覚を模したマルチセンサアレイ方式を用

いたパターン分析により、口臭・体臭や環境の空気質など、においの識別を可能とするも

のである。また、マルチセンサアレイを用いて特定の物質の濃度を高感度に検出し、例え

ば非侵襲の病気検出手法として研究されている。この、においの識別と、特定物質の高感

度な検出にマルチセンサアレイを用いる検討が、物質・材料研究機構主導による“MSS ア

ライアンス”や、内閣府による ImPACT、欧州の複数の研究団体、その他多くの企業など

で活発化しており、一部実用化も始まっている。 

これまでは酸化物半導体によるガスセンサが主体であった市場に、QCM や MEMS、
Nanoarrays、SPR などの、小型・高感度なトランスデューサによるマルチセンサ方式のに

おい識別センサが加わり、市場が拡大する。 

本調査においては、1ppm 以下の濃度の検出が可能な高感度や高選択性を持たせる技術を

ベースとした、においの識別性を有するにおいセンサの技術・製品のリストアップと対応

するアプリケーションの可能性を探る。 

FIG. 1 におい計測の重要な方向性 
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1.3.  本レポートの調査対象 

マルチセンサアレイ方式によるにおいセンサにおける、におい識別と特定物質の高感度検

出の２つの新たな方向性と、抗原抗体反応などの高選択物質受容体を用いた特定物質の高

感度検出などの具体的な技術的手段と、実用化を目指す各種方式の具体例な製品事例、研

究事例を示す。 

製品分類的には、GC などの大型のデスクトップ分析機器は含まず、Handy、Portable タ

イプの機器を含む。業務用としての小型の据え置き型と Embedded 型も対象に含める。 

FIG. 2 本レポートの対象となるにおいセンサの形状分類 

本レポートでは、具体的には下記の項目に関連する内容を含む。 

 各種ガスの検知閾値事例と検知目的一覧。なぜ、当該ガスを検知するのか、その検知

の難易度はどの程度か。 

 ガスセンサのガス検出方式一覧と、進化の方向性。小型化技術とアプリケーションの

拡大。B2B ビジネスにおけるカスタマイズの手順。 

 におい検知（におい識別）の目的と、その難易度。 

 マルチセンサアレイによるにおいセンシングシステムの構成と要求事項。ガスセンサ

の構成とどう異なるのか。 

 ガスセンサ、においセンサに取り組む企業・研究機関の例。また、マルチセンサアレ

イ方式に取り組む世界の企業、研究機関のリストアップとその主な技術とアプリケー

ション。様々なアプリケーションにおける要求事項とは。高選択か識別か、など。 

 1ppb～1ppt の検出感度を目指す、各種トランスデューサの技術、その応用実例、及び

研究開発事例。 

 においセンサのアプリケーション例と将来動向と市場規模。期待されるアプリケーシ

ョンは何か。早い応用、規模感。など。  
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2. Executive Summary 

人間の五感の内、視覚に頼る割合は 83％で、嗅覚は聴覚に次いで 3 番目の 3.5％である。

自然界の揮発性化学物質種類 40 万種あると言われるが、人間はほとんど全ての事物を複

合ガスから嗅ぎ分けてにおいで識別できる。果物の種類、鉄のにおい、本屋のにおい、料

理、ストレス臭、雨など、においを脳で認識し、価値ある情報に変換する能力を有する。 

視覚、聴覚などは、人間の優れた能力を模倣して、それ以上のセンサ化を果たし、人工視

覚（イメージセンサ）は、AI を使った画像分析を含めて、セキュリティ関連など人間には

できない部分にまで活用されている。 

においセンサは、これまで人間の五感の内で人工的に定量化が難しかった未踏の領域を開

拓することが可能となる。また、その選択性・高感度特性によるにおいの質をパターン分

析して出力し、人間のにおい認識に近い形で出力できる。よって、ガスセンサではできな

かったにおい分析を可能にする。 

においセンサは、研究機関の実用化研究から企業の商品化検討レベルへと移行しており、

上記アプリケーションのなかで商品化が実現している領域もある。においセンサは、ニー

ズがはっきりしないからもどかしさを感じるという声もあるが、においに対する人間の感

覚の言語化のサポート・裏付けとなる、においという抽象概念の具現化の役割を担う。 

においセンサは、究極的には人間の嗅覚に近い性質をもつものとなるだろうが、当面は、

ガスセンサ用途のプラスアルファの機能を持たせた置き換えとなる。結論としては、にお

い計測⇒対策⇒結果の確認のプロセスが可能となることで用途が広がる。ガスセンサでは

対策ガス（消臭剤など）を分離できず、結果の確認ができない。 

市場のポテンシャルは、2035 年では、においセンサで約 8.5 百万台となる。 

FIG. 3 サマリ 
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